
末吉町　柳迫団地末吉町　柳迫団地

　６月定例会は、６月３日に開会し、６月 20 日までの 18 日間の日程で開か

れました。

　定例会では、平成 25 年度予算の補正に関するものの他、議案 15 件、陳情

３件、発議２件、人権擁護委員候補者の推薦３件、監査委員の選任１件などを

審議し議決しました。

に
補正



☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
一
般

会
計
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
４
億
８
１
７

３
万
５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
、

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
３
億
３
１

７
３
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
補
助
金
の
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
費
補

助
金
１
１
１
１
万
円
や
県
補

助
金
の
保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
費
補
助
金
２

２
３
０
万
円
、
活
動
火
山
周
辺

地
域
防
災
営
農
対
策
事
業
費

補
助
金
１
０
９
３
万
１
千
円
、

基
金
繰
入
金
の
財
政
調
整
基

金
繰
入
９
０
４
４
万
４
千
円
や

ふ
る
さ
と
開
発
基
金
繰
入
金
３

億
円
、
他
会
計
繰
入
金
の
介
護

保
険
特
別
会
計
繰
入
金
１
５

６
１
万
５
千
円
の
追
加
が
主
な

も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
曽
於
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
委
託
費
６
８
５
万

１
千
円
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清

寿
園
の
空
調
設
備
改
修
費
４

２
４
０
万
円
、
高
齢
者
見
守
り

対
策
事
業
３
７
５
万
円
、
保
育

士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

業
２
１
８
３
万
９
千
円
、
末
吉

町
グ
ミ
キ
谷
地
区
の
農
道
整
備

を
行
う
農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
２
０
２
３
万
８
千
円
、
地

域
振
興
住
宅
建
設
事
業
３
億

３
１
０
０
万
３
千
円
、
理
科
教

育
設
備
備
品
を
整
備
す
る
た
め

の
小
学
校
教
育
振
興
費
６
２

６
万
２
千
円
、
中
学
校
教
育

振
興
費
２
２
０
万
４
千
円
の
追

加
が
主
な
も
の
で
す
。

☆ 
平
成
25
年
度
曽
於
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

の
補
正（

全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
２
８
４
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
61

億
６
９
５
８
万
９
千
円
と
す
る
。

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
67
万
６
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
５
億
１

２
３
８
万
１
千
円
と
す
る
。

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
４
２
６
５
万

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
49

億
９
６
４
３
万
８
千
円
と
す
る
。

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正（全

会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
１
万
３
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
４

９
８
８
万
７
千
円
と
す
る
。

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
生
活

排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正（

全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
１
５
３
万

５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１

億
８
６
６
万
５
千
円
と
す
る
。

☆
平
成
25
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
会
計
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
５
２
４
万

３
千
円
を
減
額
し
、
収
益
的
支

出
の
総
額
を
４
億
８
１
５
６
万

７
千
円
と
す
る
。

☆  

曽
於
市
特
別
職
等
の
職
員
の

給
料
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
特

別
職
等
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、

市
長
20
％
、
副
市
長
10
％
、
教

育
長
10
％
を
平
成
25
年
7
月

か
ら
平
成
26
年
3
月
ま
で
の
間

減
額
す
る
も
の
で
す
。

☆  

曽
於
市
職
員
の
給
与
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（

賛
成
多
数　

可
決
）

　

国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
一

般
職
員
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、

平
均
６
・
05
％
、
管
理
職
手
当

10
％
を
平
成
25
年
7
月
か
ら

平
成
26
年
3
月
ま
で
の
間
減
額

す
る
も
の
で
す
。

ー
６
月
定
例
会
ー

【　
予　
　

算　

】

【　
条　
　

例　

】

地域振興住宅建設事業　
　３億３１００万円追加　



本
路
線
沿
線
に
は
、
三
連
轟

の
滝
等
も
あ
り
、
観
光
資
源

と
し
て
今
後
開
発
が
期
待
さ

れ
、
観
光
地
を
結
ぶ
幹
線
道

路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ

る
。

し
か
し
、
現
在
４
ｍ
弱
の
道
路

で
大
型
車
両
通
行
や
車
両
離

合
に
も
苦
慮
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
た
め
、
本
路
線
を
改

良
し
、
地
域
の
交
通
の
利
便

と
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を

図
る
。

☆ 

「
そ
お
生
き
い
き
健
康
セ
ン

タ
ー
」
利
用
に
伴
う
送
迎

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
陳
情

（
全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　

末
吉
町
深
川
４
６

６
７
番
地　

末
原　

利
雄
氏

　

末
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
の
た
め
平
成
24
年

度
末
を
も
っ
て
閉
館
と
な
り

送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
中
止
さ
れ

る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と

に
月
１
回
程
度
の
割
合
で
「
そ

お
生
き
い
き
健
康
セ
ン
タ
ー
」

の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
望
む
陳

情
で
あ
る
。

☆ 

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど

の
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の

１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
１
４
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
の
要

請
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　

財
部
町
北
俣
１
８

６
９
番
地　

松
元　

義
邦
氏

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
た
め
、
議
会

に
意
見
が
求
め
ら
れ
、
適
任

と
さ
れ
ま
し
た
。

大
窪　

義
孝
氏
（
73
歳
）

末
吉
町
深
川
７
０
１
６
番
地
２

　

中
山　

壽
子
氏
（
65
歳
）

末
吉
町
諏
訪
方
９
７
０
５
番
地

　

幸
田　

貞
文
氏
（
65
歳
）

大
隅
町
中
之
内
５
０
３
９
番
地

２※ 　

任
期
は
平
成
25
年
10
月

か
ら
の
３
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
監
査
委
員
で
あ
る
佐
々

木
氏
を
、
再
任
し
ま
し
た
。

佐
々
木　

良
昭
氏
（
65
歳
）

大
隅
町
境
木
町
18
番
地

※ 　

任
期
は
平
成
25
年
７
月

か
ら
の
４
年
に
な
り
ま
す
。

☆ 

政
府
の
地
方
財
政
対
策
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て（

全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　

末
吉
町
二
之
方
１

９
８
０
番
地

大
迫　

伸
一
氏

外
１
名

☆ 
政
府
の
平
成
25
年
度
地
方

財
政
対
策
に
関
す
る
意
見
書

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

本
来
、
地
方
公
務
員
の
給

与
は
、
個
々
の
自
治
体
が
地

方
公
務
員
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
条
例
に
基
づ
き
自
主
的

に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
そ
の
自
主
性
を
侵
す

こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
る
も
の

で
す
。

☆ 

少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分

の
１
復
元
を
図
る
た
め
の
、

２
０
１
４
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
教

育
の
機
会
均
等
が
担
保
さ
れ
、

教
育
水
準
が
維
持
向
上
さ
れ

る
よ
う
に
施
策
を
講
じ
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

以
上
２
件
に
つ
い
て
、
内
閣

総
理
大
臣
外
、
関
係
機
関
へ

提
出
し
ま
し
た
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

○ 

末
吉
町
石
之
脇
・
平
澤
津

辺
地

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

石
之
脇
・
平
沢
津
線
を
改

良
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
交

通
安
全
並
び
に
災
害
時
の
避

難
路
の
確
保
や
公
共
施
設
へ

の
連
絡
時
間
の
短
縮
・
災
害

時
の
孤
立
化
の
防
止
等
が
図

ら
れ
生
活
水
準
の
向
上
及
び

地
域
と
の
立
地
条
件
の
格
差

緩
和
だ
け
で
な
く
、
農
産
物

輸
送
等
が
便
利
に
な
り
地
域

産
業
経
済
の
活
性
化
に
寄
与

さ
れ
る
。

○ 

財
部
町
高
塚
・
桐
原
・
溝

ノ
口
辺
地

（
全
会
一
致　

可
決
）

【　
陳　
　

情　

】
【　
意 

見 

書　

】

【人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
】

【監
査
委
員
の
選
任

】

財部町高塚・桐原・溝ノ口辺地
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